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 民俗学の分野に「口承文芸（口伝え

の話）」というものがあります。昭和 62

（1987）年に発行された『秦野市史 

別巻 民俗編』には、「口承文芸」にあ

たる「昔話・世間話・伝説」およそ 400

話が掲載されています。 

 これは市内で約一年間にわたって 

 

 

採集されたもので、怪異や妖怪にまつ

わる話も一定の割合を占めています。 

 今回の企画展では、「夏」という季節

にちなんでこれらの話を紹介すると

共に、文化振興課浮世絵ギャラリー所

蔵の関連浮世絵も紹介し、怪異と妖怪

の世界にみなさんをご招待します。 
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カンスコロガシ 

「カンスコロガシ」は、漢字で書く

と「鑵子転がし」となります。鑵子と

は茶釜の事で、これがひとりで「がら

んがらん」と音を立てて転がっていく

という怪異です。 

『秦野市史 別巻 民俗編』には、

この怪異が２例収録されています。渋

沢の峠地区で採集されたものは、夕方

に鑵子が坂を転がっていくという典

型的なものですが、注目されるのは、

堀西で採集された話です。 

狸が、手足を丸めてころころと転が

ってきて足元にぶつかり、驚いて持っ

ていたものを落すとそれを失敬して

ゆく。これをカンスコロガシと言うの

だそうです。 

ここで狸が出てきたわけですが、妖

怪は狸が化けたものだと言われる事

も多く、カンスコロガシも、一部でそ

のように考えられていたのでしょう。

文福茶釜が連想されますね。 

ヤビツ峠から秦野清川線を北に進

んで 1 ㌔ほどの場所に、「カンスコロ

バシ沢」という沢がありますが、この

怪異と何か関係があるのかも知れま

せん。 

 

 

餓 鬼 道 

「餓鬼道」は旧ヤビツ峠のことで、

現在のヤビツ峠から西に500ｍぐらい

の尾根の鞍部に位置しています。 

この峠を越える道は、秦野から札掛、

津久井を経由して甲州に抜ける近道

でしたが、この峠を通る際に急に空腹

感を覚え、歩けなくなることがあった

そうです。こういった時は握り飯を、

後を振り向かずに投げれば空腹感は

おさまると言われていました。 

この空腹感は餓死者の霊が「餓鬼」

になって、これに憑かれたためと考え

られ、この峠道を「餓鬼道」と呼ぶよ

うになったといいます。 

特定の峠路で空腹感に襲われ動け

なくなるという事例は全国にあり、憑

くモノを「ひだる神」と呼ぶ例があり

ます。 

 

 

 

ほぼ全国にわたって広く知られた

怪異で、『秦野市史 別巻 民俗編』に

狐火（きつねっぺ） 

カンスコロガシ 

餓鬼道（がきみち） 



は２１話が紹介されていて、実際に目

撃したという話がほとんどです。 

 狐火は、秦野地方の方言で「きつね

っぺ」、「きつねっぴ」と呼んでいて、

たくさん並んで見えることが特徴だ

とされています。 

 はじめは１つの灯りであったもの

が、２つになり、３つになり、10にな

り、「山すそにずうっときれいに火が

つく」などと語られています。狐火が

目撃された具体的な場所としては、弘

法山が多く挙げられています。 

 狐火は、狐が人を化かして見せてい

るのであって、その時は、もう狐が自

分の足元にいると言われています。季

節に関係なく、天候が崩れる前によく

見られるとの話もあります。 

 

 

 

「丹沢山奥に怪美人出没」これは大

正 3（1914）年 7 月 22 日(水)付けの

『横浜貿易新報』4780 号に掲載され

た新聞記事のタイトルです。 

帝室林野管理局の職員が塔ノ嶽周

辺を視察中、年齢三十代前半の女性が

茫然と佇んでいるのに遭遇しました。 

 驚いて住所氏名を尋ねても返事は

なく、再度村人 13 人で同所に訪れた

ところ、もはやその姿はなかったとい

います。 

7年ほど前に中井村（現、中井町）で

行方不明になった寺の姉妹があった

らしく、秦野方面に向かった形跡があ

るとかで、そのどちらかではないかと

いう話が地元で持ちきりでした。 

しかし、奥深い山中で、女性が何年

間も独りで生きながらえうるものな

のでしょうか？ 真実はもう過去の闇

の中です。 

ともあれ、この「深山の美人」、当時

秦野でも話題沸騰だったようで、明け

て大正 4年 1月 2日から６日まで、今

の本町三丁目の台町バス停付近にあ

った「秦野座」で「相州丹沢山の深山

の美人の活劇」が「番町皿屋敷」とと

もに上演されて毎晩大入りだったと

いいます。 
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道 永 墓 

深山美人 

道永墓 



県道 70号（秦野清川線）を北上し、

寺山と落合、名古木の接する地点とな

る延沢橋を過ぎた先の三叉路に、左側

面に「道永墓」と刻まれた巨石が建っ

ています。 

 ここには古くから「道永」の墓があ

ると言われていて、夜ごと怪しい火が

灯ったり消えたりしていました。 

 宝蓮寺住職の大蟲（だいちゅう）が、

「ここは昔戦場で、亡者の魂が今でも

さまよっているのだ」と言って、お経

をしっかりと唱えると、亡者は成仏し、

妖しい火は見られなくなりました。 

 このことを後世に伝えるため、明和

８(1771)年に建てられたのが「道永墓」

の巨石です。 

 また、大山寺の住職だった良弁（ろ

うべん）の評判をねたんだ「道永」と

いう諸国修行の僧が、大山寺に放火し

逃げてきたのを村人がここでとらえ

て生き埋めにしたので妖しい火が出

るようになったという話も広く伝わ

っています。 

 

 

 

12月８日は「シワスヨウカ」と言わ

れ、山から目一つ小僧がやってくる日

とされていました。 

夕方になると、家々では長い竹竿の

先に目カゴを逆さにかぶせて玄関口

に立て、カゴの目の多さで目一つ小僧

を脅して退散させるためだとされて

います。 

目一つ小僧は悪い行いをした子ども

を病気にするため、その名前を帳面に

書いておきますが、その帳面が厚くな

り重くて持ち帰れなくなって道祖神

に預けます。翌年の 1 月 15 日に目一

つ小僧が預けた帳面を取りに来ると

道祖神は「昨晩の火事で燃えてしまっ

た」と言い、目一つ小僧はあきらめて

山に帰ってしまう。こんな話が 1月 14

日の道祖神行事、「団子焼き」に伴って

語られていました。 

また「シワスヨウカ」の晩に履物を

外に出しておくと、目一つ小僧に判を

おされ、やはり病気になってしまうの

で家の中にしまい込んだといいます。 

 

 

 

『震雷記』の「大山に落た雷獣」 

出典：東京大学地震研究所図書館 石本文庫 

「雷獣」とは、落雷とともに現れる

という幻の獣で、全国各地で目撃例が

あり、いろいろな書物に記されてきま

目一つ小僧 

雷  獣 



した。 

江戸時代に後藤光生が編集した『震

雷記』という随筆集の冒頭には、明和

2(1765)年 7 月下旬、相模大山に出現

した「雷獣」の話が紹介されています。 

イタチのような体形をしており、体

色はイタチよりも黒かったそうです。 

挿図によると、尻尾の形状こそ違え、

目から鼻先にかけて白い筋が入って

います。このため、ハクビシン説が有

力です。 

 

 

 

慶安 2(1649)年に戸川村の地頭にな

った戸田庄右衛門が、村内の鹿島神社

に参詣した時、猟師に追われていた鹿

と狐を助けた事がありました。 

 ある夜、山賊たちが地頭の屋敷を襲

おうとすると、鹿島神社から四五人の

美女が現れます。美女たちは山賊を地

頭の屋敷に案内し、地頭は留守と告げ

て、美酒とごちそうをふるまって踊り

を披露します。山賊たちは大喜びで、

飲めや歌えやの大騒ぎ。 

 山賊たちが泥酔したころ、奥座敷の

扉が開かれると山と積んだ黄金の箱。

これを自由に持ち帰ってよいと言わ

れた山賊たちは、喜びながらもおぼつ

かない足取りで重い箱を背負って屋

敷を立ち去ろうとします。 

 そこにやってきたのは、かねてから

山賊を捕えようとしていた捕方の一

団で、彼らに囲まれた山賊たちはあわ

てふためき全員古池に転落してしま

います。 

 翌朝、変わり果てた山賊たちの姿を

見た村人たちは、これは地頭に助けら

れた鹿と狐の恩返しだと語り合いま

した。 

 

 

 

古塚之碑 

 「古塚之碑」は、秦野市柳川 346番

地の道路に面した一角に建てられて

います。 

 この碑は昭和 6(1931)年に熊沢脩一

さんによって建碑されていますが、こ

の地には、北条氏康の部下、遠山氏の

館があり、同氏がこの地を退去する時、

付近の畑に銭及び朱を埋めたとの言

い伝えがありました。 

 熊澤さんはこの場所を知りたくて

「霊感作用実験者」としても知られる、

鈴木糧食研究所の鈴木忠治郎氏に相

談したところ、「鈴木エツ子」さんの霊

感によって「柳川 346番地」がその場

所であるとの回答を得たのでした。 

 このように遠く離れたところのも

のを探し当てる能力はいわゆる「千里

眼」に類するものであると思われます。  

鈴木忠治郎さんは実業家であると

ともに発明家で、470件を超える特許

踊  宮 

古塚之碑 



を得ている方です。当時は「心霊ブー

ム」とも言われる時期で、鈴木忠治郎

さんも時流に乗って、家人であるエツ

子さんに催眠術をかけ、エツ子さんが

「千里眼」や「霊感」の力を使ったの

でしょう。 

しかし、新聞報道では銭や朱が発見

される事はなかったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上円了 

出典：近代日本人の肖像(国立国会図書館) 

明治時代、仏教哲学者の井上円了（え

んりょう）さんは『妖怪学講義録』と

いう計 2600 ページ余りの著作を著し、

「妖怪博士」として知られるようにな

ります。しかし、井上さんは妖怪や怪

異を科学的に説明するという目的を

持っており、妖怪や怪異を否定的に研

究しました。 

東洋大学の起源となった「哲学館大

学」の創立者でもある井上さんは、教

育学者としての一面も持っており、生

涯にわたって全国を巡回し講演を行

っています。 

明治 39（1906）年 4 月 2 日には大

和方面に出かける途中、秦野町を訪れ

修身教会の講話を行い、翌日は秦野女

学校の開校式に列席しています。これ

は哲学館大学出身者の高橋光英さん

が校長を務めていたからで、『秦野名

鑑』には同校の顧問として井上さんの

名が掲載されています。 

『秦野名鑑』明治 43(1910)年刊該当ページ 
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